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渋
沢
平
九
郎
と
渋
沢
栄
一

東
京
都
羽
村
市

山
口
正
義

一
、
は
じ
め
に

権
田
直
助
の
盟
友
・
落
合
直
亮
に
「
飯
能
騒
擾
日
記
」
と
い
う
の
が
あ

る
。
『
埼
玉
叢
書

第
五
』
に
所
収
さ
れ
て
い
て
、
解
題
に
「
明
治
元
年

（
１
）

五
月
、
東
京
上
野
の
彰
義
隊
の
戦
争
後
、
振
武
軍
の
一
部
が
飯
能
町
能
仁

寺
、
智
観
寺
に
立
籠
っ
た
が
、
そ
の
時
の
状
況
ま
た
は
見
聞
し
た
月
記
を

国
学
者
落
合
直
亮
が
物
し
た
も
の
で
、
敵
身
方
入
り
乱
れ
て
会
っ
て
話
し

て
居
る
有
様
が
見
ら
れ
る
」
と
あ
る
。

直
亮
は
こ
の
一
ヶ
月
前
、
相
楽
惣
三
斬
首
に
激
怒
し
、
元
凶
は
岩
倉
具

視
に
あ
り
と
し
て
岩
倉
暗
殺
計
画
を
立
て
た
が
、
結
局
挫
折
し
て
い
た
。

そ
の
後
京
か
ら
帰
郷
し
、
さ
ら
に
留
守
中
の
毛
呂
本
郷
の
権
田
直
助
宅
に

寄
寓
し
、
直
助
の
居
室
で
こ
の
日
記
を
書
い
た
（
桜
沢
一
昭
『
草
の
根
の

維
新
』
）
。
「
飯
能
騒
擾
」
と
は
勿
論
、
慶
応
四
年
五
月
二
十
二
、
二
十
三

（
２
）

日
の
飯
能
戦
争
の
騒
ぎ
の
こ
と
で
あ
る
。
『
毛
呂
山
町
史
』
は
当
時
の
毛

呂
郷
の
状
況
を
こ
の
書
か
ら
引
用
し
て
「
振
武
軍
の
飯
能
屯
集
と
官
軍
の

討
伐
と
に
よ
り
、
本
町
も
官
軍
側
の
部
隊
や
振
武
軍
の
も
の
、
さ
ら
に
徳

川
家
の
旧
臣
で
去
就
の
定
ま
ら
ぬ
も
の
等
の
往
来
も
激
し
く
騒
然
た
る
状

況
で
あ
っ
た
。
ま
た
敗
れ
た
振
武
軍
の
一
部
は
高
麗
か
ら
宿
谷
・
権
現
堂

・
大
谷
木
へ
入
り
込
み
逃
走
し
た
も
の
も
あ
っ
た
」
と
記
し
て
い
る
。

こ
の
「
飯
能
騒
擾
日
記
」
の
全
文
を
読
む
と
、
倒
幕
運
動
に
命
を
懸
け

て
い
た
直
亮
だ
が
記
述
は
全
体
的
に
客
観
的
で
、
幕
府
軍
を
賊
徒
・
流
賊

と
呼
び
な
が
ら
も
不
運
を
哀
れ
み
、
官
軍
の
暴
走
を
忌
み
嫌
っ
て
い
る
か

の
よ
う
だ
。
こ
の
中
に
渋
沢
平
九
郎
（
一
八
四
七
～
六
八
）
に
関
す
る
次

の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

（
官
軍
の
探
索
は
）
途
中
冠
り
峠
（
顔
振
峠
）
に
て
飯
能
落
人
秩
父
郡

中
に
逃
げ
去
る
と
の
注
進
に
依
り
先
手
は
峠
を
登
る
。
時
に
六
七
十
人

間
道
を
逃
げ
去
る
と
通
路
を
言
ひ
な
が
ら
追
ひ
か
け
去
り
し
時
、
一
人

の
男
子
木
綿
単
物
を
着
し
短
剣
を
帯
び
足
早
く
通
り
し
も
先
手
は
之
を

咎
め
さ
り
し
に
や
爰
ま
で
来
り
し
に
、
中
軍
の
官
兵
五
人
の
も
の
是
を

怪
し
み
何
方
ま
で
通
る
と
い
ふ
に
此
時
左
の
手
を
地
に
突
き
右
の
手
は

胸
に
附
け
言
語
も
凝
滞
分
ら
さ
る
を
、
官
兵
の
打
捨
て
よ
と
い
ふ
合
図

を
聞
き
抜
手
も
見
せ
ず
前
に
立
ち
し
官
兵
を
抜
上
に
切
放
ち
、
返
す
刀

に
右
に
控
へ
し
官
兵
の
右
の
臂
を
切
落
し
左
に
拂
ひ
官
兵
の
面
部
を
切

下
け
残
兵
二
人
蜘
子
の
如
く
逃
散
り
し
に
、
後
陣
の
官
兵
此
の
騒
き
を

聞
き
つ
け
鉄
砲
を
打
掛
く
れ
ば
先
陣
も
取
っ
て
返
へ
し
挟
み
打
ち
に
せ

し
か
ば
、
賊
士
も
是
迄
と
覚
悟
を
極
め
三
四
丁
行
去
り
あ
た
り
の
巖
に

腰
を
か
け
高
聲
に
相
呼
ば
り
莞
爾
と
笑
ひ
て
腹
十
文
字
に
掻
き
切
り
し

に
、
官
兵
一
人
も
近
寄
る
も
の
な
か
り
け
り
。
漸
く
鉄
砲
四
五
発
打
か

け
首
を
ば
打
ち
た
り
。
此
首
越
生
に
持
ち
来
り
椽
に
梟
首
せ
り
。

吾
野
の
「
顔
振
峠
」
に
は
子
供
の
頃
か
ら
何
回
も
行
っ
て
い
る
。
故
事

の
よ
う
に
景
色
は
抜
群
で
、
「
平
九
郎
茶
屋
」
は
今
で
も
健
在
だ
。
最
近

は
行
く
度
に
、
二
十
二
歳
で
非
業
の
最
期
を
遂
げ
た
平
九
郎
を
想
わ
ず
に

は
い
ら
れ
な
い
。

平
九
郎
は
渋
沢
栄
一
の
見
立
養
子
（
相
続
人
）
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
り

人
生
が
一
変
す
る
こ
と
に
な
る
。
一
方
、
栄
一
は
後
に
「
資
本
主
義
の
父
」

と
い
わ
れ
る
よ
う
な
活
躍
を
す
る
が
、
平
九
郎
の
こ
と
は
生
涯
脳
裏
か
ら

離
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
人
物
と
平
九
郎
は
ど
の
よ
う
な
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関
係
だ
っ
た
の
か
に
興
味
を
覚
え
る
の
で
少
し
ま
と
め
て
み
た
。

二
、
見
立
養
子
に
な
る

渋
沢
平
九
郎
は
弘
化
四
年(

一
八
四
七)

十
一
月
七
日
武
蔵
国
下
手
計
村

（
深
谷
市
）
に
生
ま
れ
た
。
兄
に
尾
高
惇
忠
（
新
五
郎
・
藍
香
）
と
長
七

郎
、
姉
に
千
代
、
従
兄
に
渋
沢
成
一
郎
（
喜
作
、
彰
義
隊
頭
取
）
と
渋
沢

栄
一
が
い
る
。
千
代
は
栄
一
の
妻
と
な
り
、
平
九
郎
は
栄
一
の
見
立
養
子

と
な
り
渋
沢
を
名
乗
る
。
栄
一
は
一
橋
慶
喜
の
家
臣
と
な
り
慶
喜
が
将
軍

と
な
る
と
幕
臣
と
な
り
、
平
九
郎
は
幕
臣
の
子
と
し
て
彰
義
隊
・
振
武
軍

に
参
加
し
た
。
諱
は
昌
忠
。
平
九
郎
の
人
と
な
り
は
次
の
文
が
端
的
に
表

し
て
い
る
。

幼
ニ
シ
テ
頴
敏
、
父
好
ン
テ
浄
瑠
理
ヲ
譜
フ
、
昌
忠
傍
聴
慣
レ
テ
一
谷

嫩
軍
記
、
敦
盛
直
実
組
討
ノ
段
ヲ
暗
誦
シ
、
稍
其
曲
調
ヲ
成
ス
、
人
コ

レ
ヲ
賞
ス
、
七
八
歳
ヨ
リ
読
書
習
字
ニ
従
事
シ
、
十
歳
ノ
頃
ヨ
リ
神
道

無
念
流
ノ
撃
剣
ヲ
学
ビ
、
其
手
法
進
退
非
凡
、
十
五
六
歳
ニ
シ
テ
他
ノ

勇
技
者
ト
角
シ
相
抵
ス
、
又
国
歌
ヲ
水
戸
人
青
山
並
岑
ニ
学
ヒ
、
其
許

ス
処
ト
ナ
ル
、
然
レ
モ
家
世
々
農
商
ノ
業
ナ
ル
ヲ
以
テ
父
兄
ノ
指
導
ヲ

受
ケ
、
両
業
ニ
従
事
シ
テ
敢
テ
怠
ラ
ズ
、
資
性
温
厚
ニ
シ
テ
、
沈
勇
果

毅
（
「
渋
沢
平
九
郎
昌
忠
伝
」（
藍
香
選
））

さ
て
、
栄
一
は
慶
応
三
年(

一
八
六
七)

一
月
、
将
軍
の
名
代
と
し
て
パ

リ
万
博
へ
出
席
す
る
昭
武
（
慶
喜
の
弟
）
の
随
員
と
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
へ

渡
航
す
る
こ
と
に
な
る
。
平
九
郎
を
見
立
養
子
に
し
た
こ
と
に
つ
い
て
栄

一
は
後
年
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
（
『
雨
夜
譚
会
談
話
筆
記
』
）
。

仏
蘭
西
に
行
く
に
就
て
は
、
其
頃
の
法
律
の
規
定
に
よ
つ
て
相
続
者
を

定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
。
所
謂
「
嗣
無
け
れ
ば
国
除
か
る
」
で

一
家
の
相
続
者
が
無
け
れ
ば
其
家
が
断
絶
す
る
事
に
な
つ
て
居
つ
た

（
注
：
長
女
歌
子
は
生
れ
て
い
た
）
。
そ
れ
で
は
気
の
毒
だ
か
ら
と
云
ふ
の

で
海
外
旅
行
者
の
為
め
に
特
に
見
立
養
子
の
方
法
が
許
さ
れ
て
居
た
。

（
略
）
私
も
仏
蘭
西
に
行
く
に
就
て
別
に
良
案
が
な
か
つ
た
の
で
、
手

紙
で
平
九
郎
を
見
立
養
子
に
す
る
事
を
言
つ
て
や
っ
た
。
此
時
は
事
が

少
し
急
で
あ
つ
た
為
め
、
京
都
で
届
出
を
し
て
か
ら
、
所
謂
事
後
承
諾

を
求
め
る
為
め
郷
里
に
手
紙
を
出
し
て
、
其
の
返
事
を
待
た
ず
し
て
出

掛
け
た
。

こ
の
見
立
養
子
に
関
連
し
て
栄
一
か
ら
千
代
夫
人
に
宛
て
た
慶
応
三
年

一
月
九
日
付
の
手
紙
が
残
っ
て
い
る
の
で
一
部
を
紹
介
し
た
い
。

一
筆
申
あ
け
示
し
ま
い
ら
せ
候
、
い
ま
た
余
寒
つ
よ
く
候
へ
と
も
、
い

よ
い
よ
そ
の
御
さ
わ
り
も
の
ふ
お
ん
く
ら
し
な
さ
れ
へ
く
め
て
た
く
そ

ん
し
ま
い
ら
せ
候
、
（
略
）
さ
て
此
度
は
不
存
寄
フ
ラ
ン
ス
国
え
御
使

ぞ
ん
じ
よ
ら
ず

被

仰
付
、
正
月
三
日
京
都
罷
出
、
兵
庫
よ
り
御
船
ニ
而
今
九
日
横
浜

迄
罷
越
、
明
後
十
一
日
出
立
い
た
し
候
、
（
略
）
此
度
右
御
用
被

仰

付
候
ニ
付
、
不
存
寄
品
々
結
構
ニ
被

仰
付
、
難
有
次
第
御
よ
ろ
こ
ひ

被
下
度
候
、
且
又
此
度
フ
ラ
ン
ス
え
罷
越
候
ニ
付
而
は
、
見
当
養
子
無

之
而
は
不
相
成
候
ニ
付
、平
九
郎
事
養
子
之
つ
も
り
ニ
い
た
し
置
候
間
、

左
よ
ふ
御
承
知
可
被
成
候
、
い
つ
れ
成
一
郎
様
江
戸
表
え
御
か
へ
り
被

成
候
ハ
ゝ
、
そ
の
も
と
并
平
九
郎
は
江
戸
表
え
引
取
候
積
ニ
、
成
一
郎

様
え
た
の
ミ
置
候
間
、
右
ニ
御
承
知
可
被
成
候

月
日
は
は
や
き
も
の

ニ
候
あ
い
た
、
そ
の
中
ニ
は
か
へ
り
可
申
、
そ
れ
ま
て
を
御
楽
み
御
待

被
成
度
候
、
申
こ
し
度
事
は
山
々
御
座
候
へ
と
も
、
と
り
い
そ
き
あ
ら

あ
ら
ふ
て
と
め
ま
い
ら
せ
候
、
か
し
く
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正
月
九
日

篤
太
夫

お
千
代
と
の
え

こ
れ
に
対
し
千
代
か
ら
栄
一
宛
に
宛
て
た
、
「
先
頃
ハ
平
九
郎
見
当
養

子
義
仰
付
ら
れ
、
難
有
御
受
申
候
、
九
月
中
江
戸
表
へ
罷
越
御
切
米
戴
き
、

御
留
守
い
た
し
御
帰
国
を
御
待
申
居
ま
い
ら
せ
候
、
付
て
ハ
私
事
も
仰
の

と
ふ
り
江
戸
ニ
て
御
待
申
度
候
へ
共
、お
も
ふ
よ
ふ
ニ
な
ら
ぬ
事
候
へ
共
、

宜
敷
御
察
よ
ふ
被
下
、
御
さ
し
つ
頼
上
ま
い
ら
せ
候
」（
日
付
は
慶
応
三
年

の
み
）
と
い
っ
た
手
紙
も
あ
る
。

三
、
平
九
郎
か
ら
栄
一
へ
の
手
紙

平
九
郎
は
慶
応
三
年
夏
よ
り
江
戸
本
銀
町
四
丁
目
に
宅
を
定
め
（
「
渋

沢
平
九
郎
昌
忠
伝
」
）
、
江
戸
で
の
生
活
が
始
ま
っ
た
。
し
か
し
そ
の
矢
先
の

十
月
、
大
政
奉
還
の
一
報
が
届
き
、
平
九
郎
は
す
ぐ
さ
ま
下
手
計
村
の
惇

忠
の
も
と
へ
行
き
、
相
談
を
も
ち
か
け
て
い
る
。
続
い
て
十
二
月
に
王
政

復
古
の
大
号
令
、
翌
慶
応
四
年
一
月
に
鳥
羽
伏
見
の
戦
い
、
慶
喜
追
討
令

と
、
幕
末
の
動
乱
に
平
九
郎
は
巻
き
込
ま
れ
て
い
っ
た
。
因
み
に
こ
の
間

に
発
生
し
た
薩
摩
藩
邸
焼
き
討
事
件
に
つ
い
て
「
平
九
郎
昌
忠
伝
」
に
は

「
十
二
月
廿
五
日
浪
士
江
戸
薩
州
邸
ニ
僣
居
シ
、
市
中
ヲ
乱
暴
シ
酒
井
左

衛
門
尉
屯
所
ヲ
砲
撃
シ
、
江
戸
城
二
ノ
丸
ヲ
放
火
焼
亡
シ
、
遂
ニ
酒
井
氏

大
挙
シ
テ
其
巣
窟
ヲ
討
敗
ス
ル
ニ
方
ツ
テ
ハ
、
昌
忠
書
ヲ
義
祖
渋
沢
晩
香

(

注
：
市
郎
右
衛
門)

ニ
寄
セ
テ
其
概
略
ヲ
述
ベ
」
と
あ
る
。

こ
の
間
の
状
況
に
つ
い
て
平
九
郎
は
栄
一
に
二
通
の
手
紙
を
出
し
て
い

て
当
時
の
心
境
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
通
は
慶
応
四
年
一
月
十

日
付
の
も
の
で
、
栄
一
が
横
浜
港
を
出
港
し
て
か
ら
凡
そ
一
年
後
の
こ
と

で
あ
る
。
ま
た
追
記
で
、
「
栄
一
筆
」
で
「
慶
応
四
年
春
仏
国
へ
送
り
越

せ
し
平
九
郎
手
翰
」
と
あ
る
。（
ふ
り
が
な
は
筆
者
付
与
）

追
書
ニ
而
は
恐
入
候
得
共
、
大
兄
御
義
猶
又
此
度
結
構
被
仰
付
誠
ニ
恐

祝
奉
存
候
、
猶
御
身
上
御
養
育
折
角
御
大
切
ニ
被
遊
度
奉
祷
候

頓
首

新
暦
之
御
慶
兆
万
里
御
同
風
目
出
度
御
超
歳
被
為
成
候
と
奉
恐
寿
候
、

先
以
巴
里
表

上
様
御
始
尊
兄
皆
々
様
御
健
壮
被
為
在
奉
恐
祝
候
随
而

御
国
血
洗
島
家
族
下
輩
ニ
至
迄
一
同
不
事
加
年
仕
候
間
此
段
御
休
神
被

下
度
候
奉
存
候
《
（
衍
）
》
、
右
年
甫
之
御
祝
義
申
上
度
万
里
外
以
拙
札

呈
送
仕
候
、
猶
期
永
日
之
時
候

恐
々
謹
言

正
月
初
十
日

渋
沢
平
九
郎

青
淵
尊
大
兄

九
拝

虎
皮
下

副
書
申
上
候

御
国
之
形
勢
昨
孟
冬
中
よ
り
追
々
大
変
ニ
相
成
宣
而
委

そ
え細

は
御
用
状
御
尊
見
可
被
為
在
候
御
事
と
奉
察
候
、
猶
正
月
三
日
京
坂

之
間
ニ
而
薩
長
土
其
外
と
大
戦
争
有
之

御
味
方
御
勝
利
ニ
も
無
之
趣

戊
辰
戦
争

実
ニ
恐
入
候
事
而
已
有
之
、
万
里
外
御
心
配
之
程
奉
察
候
、
乍
去
御

の

み

さ
り
な
が
ら

同
様
斯
之
御
国
勢
ニ
有
之
こ
そ
御
国
事
ニ
乍
恐
周
旋
も
被
致
候
事
ニ
候

得
は
驚
嘆
仕
候
ニ
は
無
之
、
畢
竟
太
平
ニ
候
ハ
ヽ
草
間
ニ
相
果
候
身

ひ
っ
き
ょ
う

分
兼
而
期
候
御
国
勢
ニ
相
成
候
奉
恐
入
候

上
様
御
事
御
帰
朝
ニ
は
不

被
為
成
候
哉
、
乍
恐

徳
川
氏
之
大
危
急
と
奉
存
候
は
外
国
御
遊
学
は

御
国
大
平
而
後
可
然
様
奉
存
候
、
当
時
姦
物

皇
地
ニ
縦
横
仕
候
得
は

向
後
如
何
御
国
勢
相
変
候
哉
、
実
ニ
臣
子
之
身
痛
心
之
至
ニ
候
、
余
は

家
大
人
御
書
後
便
御
発
ニ
相
成
候
間
其
節
申
上
可
候
、
猶
家
族
一
同

不
事
ニ
候
得
は
別
而
申
上
候
事
も
無
之
候

無
事
か
？

恐
々
頓
首
百
拝

副
書
か
ら
が
情
勢
を
伝
え
る
も
の
で
、
「
薩
長
土
其
外
と
大
戦
争
（
戊
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辰
戦
争
）
有
之

御
味
方
御
勝
利
ニ
も
無
之
」「
徳
川
氏
之
大
危
急
と
奉
存

候
」
と
述
べ
、
早
急
な
徳
川
昭
武
の
帰
朝
を
要
請
し
て
い
る
。
そ
し
て
「
御

国
事
ニ
乍
恐
周
旋
も
被
致
候
」
と
国
事
周
旋
に
尽
力
す
る
も
、
「
向
後
如

何
御
国
勢
相
変
候
哉
、
実
ニ
臣
子
之
身
痛
心
之
至
ニ
候
」
と
幕
臣
の
子
と

し
て
嘆
い
て
い
る
。
も
う
一
通
は
慶
応
四
年
三
月
八
日
付
の
も
の
。
こ
れ

に
も
追
記
で
、
「
栄
一
筆
」
で
「
明
治
元
月
三
月
東
京
発
仏
国
へ
送
越
せ

し
平
九
郎
手
翰
」
と
あ
る
。
内
容
は
次
の
様
な
も
の
で
あ
る
。

尚
々
左
之
手
ニ
は
大
刀
之
鯉
口
を
握
相

認

申
候

し
た
た
め

何
も
々
々
不
申
上
候

去
十
二
月
廿
一
日
、
御
発
之
御
細
書
当
二
月
廿
八
日
着
逐
一
奉
拝
読
候

公
子
御
始
貴
兄
御
側
衆
中
様
御
壮
健
被
為
在
候
条
奉
恐
寿
候
、
随
而

御
国
一
同
不
事
野
生
ニ
至(

迄)

不
事
罷
在
候
間
此
段
御
休
神
奉
祈
候
、

無
事
か
？

＊

陳
は
御
国
表
之
大
変
定
而
御
承
知
ニ
も
可
被
在
候
得
共
、
日
増
ニ
大
変

危
急
相
成
、
誠
ニ
此
十
日
計
之
内
ニ
徳
川
氏
滅
亡
可
仕
候
、
最
早
此
書

面
御
覧
之
頃
は
於
御
国
は
如
何
様
之
事
ニ
相
成
候
哉
、明
日
之
事
難
計
、

唯
々
血
涙
而
已
ニ
候
、
中
々
大
略
ニ
も
難
申
尽
、
実
闇
世
と
は
関
八
州

の

み

之
今
日
事
哉
と
奉
存
候
、
旗
下
有
志
之
面
々
は

弥

官
軍
迫
来
候
時
は

い
よ
い
よ

以
死
御
謝
罪
申
上
御
聞
入
無
之
時
は
於
東
叡
山

大
君
と
御
供
ニ
滅
亡

と
決
心
仕
候
、
実
ニ
朝
夕
ニ
相
迫
候
事
故
恐
歎
之
至
ニ
候
、

乍
併

遠

し
か
し
な
が
ら

慮
有
之
は
唯
々
土
薩
長
其
他
諸
藩
共
大
暴
ニ
而
下
向
仕
候
と
し
左
候
得

は
必
々
八
州
人
心
大
ニ
相
背
可
申
候
間
、
小
弟
抔
之
見
込
巴
里
御
在
之

公
子
而
已
ニ
候
間
、御
帰
朝
被
為
在
候
迄
は
草
間
ニ
潜
伏
忍
命
可
致
候
、

乍
去
早
々
御
帰
朝
は
大
不
束
ニ
候
、
一
度
は
八
州
薩
長
之
物
と
相
成

さ
り
な
が
ら

ふ
つ
つ
か

候
共
、
必
大
ニ
乱
れ
可
申
候
、
其
機
を
御
伺
察
被
成
断
然
御
帰
朝
被
為

在
度
候
、
最
早
今
日
ニ
至
候
而
は
尽
力
仕
候
処
は
、
再
復
而
已
候
、
実

此
寸
書
御
名
残
ニ
も
相
成
候
哉
ニ
候
間
、
此
後
は
公
子
御
大
切
ニ
御
守

護
奉
祈
候
、
万
々
一
御
身
上
ニ
恐
入
候
事
共
有
之
時
、
野
生
共
忍
命
候

共
甲
斐
無
候
間
呉
々
も
祈
候
は
此
事
ニ
御
座
候

早
々
頓
首

三
月
初
八
日

渋
沢
平
九
郎

青
淵
大
兄
君尊

下

（
＊
休
神
＝
心
を
休
め
る
こ
と
）

三
月
八
日
と
い
う
と
彰
義
隊
の
浅
草
本
願
寺
屯
所
に
居
た
頃
の
手
紙

で
、
新
政
府
軍
が
江
戸
に
迫
る
緊
迫
し
た
中
で
情
勢
を
述
べ
て
い
る
。
冒

頭
、「
左
之
手
ニ
は
大
刀
之
鯉
口
を
握
相
認
申
候
」
と
あ
る
。
手
紙
を
認

し
た
た

め
て
い
る
間
も
万
一
に
備
え
左
手
は
大
刀
の
鯉
口
（
刀
の
鞘
の
口
）
を
握

り
な
が
ら
書
い
て
い
る
（
い
つ
で
も
抜
刀
で
き
る
姿
勢
）
と
い
う
の
だ
。

「
十
日
計
之
内
ニ
徳
川
氏
滅
亡
可
仕
候
、
最
早
此
書
面
御
覧
之
頃
は
於
御

国
は
如
何
様
之
事
ニ
相
成
候
哉
、
明
日
之
事
難
計
」
は
慶
喜
の
蟄
居
を
受

け
て
の
こ
と
だ
ろ
う
。
「
官
軍
迫
来
候
時
は
以
死
御
謝
罪
申
上
御
聞
入
無

之
時
は
於
東
叡
山
大
君
と
御
供
ニ
滅
亡
と
決
心
仕
候
」
と
大
変
な
覚
悟
述

べ
る
一
方
、「
早
々
御
帰
朝
は
大
不
束
ニ
候
」
と
配
慮
し
、「
一
度
は
八
州

薩
長
之
物
と
相
成
候
共
、
必
大
ニ
乱
れ
可
申
候
、
其
機
を
御
伺
察
被
成
断

然
御
帰
朝
被
為
在
度
候
」と
不
利
な
状
況
の
中
で
も
展
望
を
述
べ
て
い
る
。

四
、
平
九
郎
と
彰
義
隊
及
び
振
武
軍

慶
応
四
年
二
月
、慶
喜
が
江
戸
城
を
出
て
上
野
寛
永
寺
に
蟄
居
す
る
と
、

不
満
を
抱
い
た
有
志
た
ち
は
慶
喜
の
復
権
に
向
け
て
集
議
を
重
ね
彰
義
隊

（
義
を

彰

か
に
す
る
）
が
結
成
さ
れ
る
。
頭
取
は
平
九
郎
の
従
兄
渋
沢
成

あ
き
ら

一
郎
で
平
九
郎
も
伍
長
に
任
命
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
江
戸
城
が
開
城
し
て

慶
喜
が
水
戸
へ
退
去
す
る
と
、
平
九
郎
は
慶
喜
の
様
子
を
見
に
行
っ
た
り

し
て
い
る
。

彰
義
隊
で
は
直
ぐ
に
成
一
郎
と
副
頭
取
の
天
野
八
郎
と
の
間
で
軋
轢
が
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生
じ
、
平
九
郎
宅
が
天
野
八
郎
派
の
隊
士
に
取
り
囲
ま
れ
る
事
件
も
発
生

し
た
。
閏
四
月
、
成
一
郎
は
彰
義
隊
と
袂
を
分
か
ち
振
武
軍
（
こ
の
命
名

は
尾
高
惇
忠
に
よ
る
と
い
う
）
を
結
成
す
る
。
こ
の
時
平
九
郎
は
自
邸
の
障

子
に
「
楽
人
之
楽
者
憂
人
之
憂
、
喰
人
之
食
者
死
人
之
事

昌
忠
」
と
書

（
注
１
）

き
残
し
て
振
武
軍
に
加
わ
っ
た
。
平
九
郎
は
各
地
に
赴
き
情
報
を
集
め
て

お
り
、
五
月
十
五
日
、
平
九
郎
か
ら
上
野
戦
争
勃
発
の
報
告
を
受
け
た
成

一
郎
は
彰
義
隊
の
救
援
を
画
策
す
る
が
、
時
す
で
に
遅
く
彰
義
隊
の
残
党

と
と
も
に
本
営
（
箱
根
ヶ
崎
）
に
引
き
返
し
て
い
る
。

振
武
軍
は
飯
能
に
入
り
翌
日
に
本
営
を
能
仁
寺
に
構
え
た
。
一
方
で
新

政
府
軍
は
彰
義
隊
を
討
伐
し
た
勢
い
で
飯
能
ま
で
迫
っ
て
き
て
い
た
。
二

十
三
日
の
明
け
方
、
新
政
府
軍
と
振
武
軍
の
戦
い
が
始
ま
っ
た
が
昼
前
に

は
振
武
軍
は
壊
滅
し
た
。
こ
の
戦
い
で
能
仁
寺
ほ
か
三
ヶ
寺
、
飯
能
市
街

地
の
ほ
ぼ
半
分
が
焼
失
し
た
。
成
一
郎
や
惇
忠
と
は
ぐ
れ
た
平
九
郎
は
、

飯
能
と
越
生
の
境
に
あ
る
顔
振
峠
に
た
ど
り
着
く
。
峠
の
茶
屋
の
女
主
人

は
、
す
ぐ
に
平
九
郎
が
旧
幕
府
軍
の
隊
士
で
あ
る
と
見
抜
き
、
新
政
府
軍

の
目
の
届
か
な
い
秩
父
へ
抜
け
る
道
を
勧
め
た
。
平
九
郎
は
百
姓
に
化
け

る
た
め
大
刀
を
預
け
た
が
、
何
か
考
え
が
あ
っ
て
の
こ
と
な
の
か
越
生
方

面
へ
下
り
て
い
っ
た
。
黒
山
に
下
っ
た
平
九
郎
は
、
新
政
府
方
の
広
島
藩

神
機
隊
監
察
の
藤
田
高
之
一
隊
の
斥
候
と
遭
遇
す
る
。
敵
方
三
人
に
小
刀

で
応
戦
し
、
一
人
の
腕
を
切
り
落
と
し
、
一
人
に
も
傷
を
負
わ
せ
た
が
、

右
肩
を
斬
ら
れ
、
足
に
は
銃
弾
を
受
け
た
。
平
九
郎
の
気
魄
に
恐
れ
を
な

し
た
斥
候
隊
の
一
人
が
仲
間
を
呼
ん
で
戻
っ
て
く
る
と
、
平
九
郎
は
川
岸

の
岩
に
座
し
て
観
念
の
自
刃
を
遂
げ
て
い
た
と
い
う
。
享
年
二
十
二
。
平

（
注
２
）

九
郎
の
首
は
刎
ね
ら
れ
、
今
市
宿
に
寺
の
山
門
に
晒
さ
れ
た
。
一
方
、
骸

は
黒
山
村
の
人
々
が
全
洞
院
に
埋
葬
し
た
。
住
職
は
位
牌
に
「
真
空
大
道

即
了
居
士
位

慶
応
四
戊
辰
年
五
月
二
十
三
日

俗
名
不
知

江
戸
之
御

方
而
候

於
黒
山
村
打
死
」
と
記
し
た
。
「
渋
沢
平
九
郎
昌
忠
伝
（
藍
香

（
６
）

選
）」
は
次
の
よ
う
に
記
す
。

十
八
日
又
西
北
ニ
向
テ
去
リ
、
所
沢
ヲ
経
テ
扇
町
谷
ニ
宿
シ
、
十
九
日

飯
能
ニ
入
リ
軍
ヲ
三
所
ニ
分
テ
屯
営
ス
（
一
ハ
前
田
村
、
一
ハ
飯
能
能

仁
寺
、
一
ハ
中
山
村
）
能
仁
寺
ヲ
本
営
ト
ス
、
昌
忠
ハ
其
職
中
隊
組
頭

ナ
ル
ヲ
以
テ
本
営
ニ
在
リ
、
廿
二
日
申
刻
、
官
軍
正
面
ノ
兵
弐
千
七
百

人
、
扇
町
谷
ニ
来
着
、
明
暁
寄
来
ル
ノ
報
ア
ル
ニ
会
シ
、
即
夜
三
道
ヘ

夜
討
ノ
兵
ヲ
出
タ
シ
タ
ル
ニ
、
広
瀬
方
面
ヘ
向
フ
タ
ル
一
手
ハ
夜
半
ニ

引
上
ケ
返
リ
シ
モ
、
扇
町
谷
高
萩
二
道
ヘ
向
ヘ
シ
二
手
ハ
音
信
ナ
ク
故

ニ
廿
三
日
払
暁
軍
長
渋
沢
成
一
郎
自
カ
ラ
百
五
拾
人
許
ヲ
率
ヘ
、
昌
忠

之
ニ
属
シ
、
鐘
ヲ
鳴
シ
テ
押
出
シ
飯
能
ノ
東
ニ
合
戦
ス
、
官
軍
二
道
ヨ

リ
来
リ
夾
ミ
討
ツ
処
ト
ナ
リ
、
衆
寡
敵
セ
ズ
本
営
ヘ
ハ
飛
丸
中
リ
、
能

仁
寺
本
堂
ノ
屋
ニ
火
発
シ
、
防
禦
方
尽
キ
全
軍
後
山
ヘ
走
リ
、
中
途
ニ

シ
テ
昌
忠
来
リ
惇
忠
ニ
云
フ
、深
入
リ
シ
テ
敗
レ
タ
リ
ト
遂
ニ
相
失
ス
、

既
ニ
シ
テ
山
ヲ
越
テ
北
西
ニ
下
ル
ニ
、
官
軍
二
三
百
人
既
ニ
前
路
ニ
在

リ
、
頻
リ
ニ
砲
撃
ス
、
一
軍
四
散
山
林
ニ
匿
レ
、
或
ハ
無
人
跡
ノ
山
嶺

澗
谷
ヲ
跋
渉
シ
、
軍
復
タ
整
ハ
ザ
ル
ニ
帰
セ
リ

其
日
昌
忠
一
人
ト
ナ
リ
、
山
村
ノ
一
民
家
ニ
入
リ
、
携
ヘ
シ
銃
砲
及
ビ

雄
刀
ヲ
棄
テ
、
前
髪
ヲ
剃
リ
、
月
白
鬢
髪
ノ
庶
人
体
ト
ナ
リ
、
脇
差
一

刀
（
身
長
壱
尺
七
寸
勝
村
徳
勝
作
）
ヲ
帯
シ
、
笠
ヲ
冠
リ
、
蓙
ヲ
被
、

北
ヲ
望
ン
テ
走
リ
、
頬
振
嶺
《
カ
ア
ブ
リ
》
ニ
上
リ
茶
屋
ニ
憩
フ
（
飯

能
ヨ
リ
三
里
許
リ
）
二
時
許
リ
ニ
シ
テ
嶺
ヲ
下
ル
順
路
ヲ
問
ヘ
シ
ニ
、

屋
ノ
主
人
昌
忠
ノ
装
貌
必
ス
飯
能
戦
士
ノ
変
服
シ
テ
来
リ
シ
ナ
ラ
ン
ト

察
シ
、
間
道
ヲ
指
シ
勧
メ
シ
モ
聴
ズ
シ
テ
北
ニ
向
ツ
テ
下
リ
、
一
里
余

ニ
シ
テ
入
間
郡
黒
山
村
ニ
至
ル
、
時
ニ
又
一
手
ノ
官
軍
（
芸
藩
神
機
隊

兵
斥
候
）
六
百
人
頬
振
嶺
ヲ
越
テ
秩
父
郡
ニ
入
ン
ト
押
シ
来
ル
、
其
兵

モ
此
地
脱
走
兵
ナ
キ
ノ
見
込
ニ
テ
隊
ヲ
ナ
サ
ズ
、
竹
兜
子
ニ
乗
リ
前
後
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二
人
昌
忠
ト
行
違
ヘ
、
次
ニ
斥
候
兵
三
人
ニ
逢
フ
、
斥
候
兵
昌
忠
ヲ
誰

何
シ
、
昌
忠
ヲ
中
央
シ
テ
鼎
立
セ
リ
、
昌
忠
跪
ヒ
テ
近
村
ノ
神
職
所
用

ア
ツ
テ
通
行
ス
ト
弁
解
セ
シ
モ
、
其
状
貌
装
儀
山
村
田
舎
ノ
者
ニ
ア
ラ

サ
ル
ヲ
以
テ
、
厳
ニ
詰
問
セ
ン
ト
ス
、
昌
忠
突
然
ト
一
刀
ヲ
抜
キ
、
面

前
ニ
向
ヒ
シ
一
兵
ノ
右
腕
ヲ
斬
ツ
テ
落
シ
、大
声
ヲ
発
シ
叫
ン
テ
曰
ク
、

吾
党
六
十
人
山
上
ニ
ア
リ
ト
又
踏
込
テ
一
兵
ノ
背
ヲ
斬
ル
コ
ト
二
刀
、

一
兵
後
ヨ
リ
昌
忠
ヲ
抱
ク
、
昌
忠
手
ヲ
振
リ
戻
シ
テ
後
兵
ノ
額
ニ
傷
ツ

ク
、
別
ニ
一
兵
来
リ
テ
抱
カ
レ
タ
ル
昌
忠
ノ
肩
ヲ
切
ル
、
コ
レ
ハ
抱
キ

タ
ル
味
方
後
ニ
ア
ル
ヲ
以
テ
十
分
ニ
討
タ
ザ
リ
シ
ト
云
フ
既
ニ
シ
テ
抱

キ
タ
ル
兵
モ
傷
ヲ
負
フ
タ
ル
為
メ
昌
忠
ヲ
放
ツ
、
同
時
ニ
一
兵
短
銃
ヲ

発
シ
テ
昌
忠
ヲ
射
ル
、
丸
昌
忠
ノ
股
ニ
中
ル
、
昌
忠
南
ニ
向
テ
趨
ル
、

斥
候
兵
モ
三
人
ハ
傷
キ
斃
レ
、
後
兵
続
カ
サ
レ
バ
昌
忠
ヲ
追
ズ
、
昌
忠

趨
ル
数
十
歩
ニ
シ
テ
、
二
創
ヲ
受
ケ
脱
ス
ベ
カ
ラ
ザ
ル
ヲ
悟
リ
、
路
傍

ノ
盤
石
ニ
踞
シ
、
自
カ
ラ
腹
ヲ
屠
リ
、
咽
喉
ヲ
刺
シ
テ
死
ス
年
二
十
二

生
弘
化
四
年
丁
未
十
一
月
ヲ
距
ル
二
十
年
七
ケ
月

（
注
１
）
意
味
は
「
人
の
楽
し
み
を
楽
し
む
者
は
人
の
憂
い
を
憂
う
、
人
の
食
を
喰

う
者
は
人
の
事
に
死
す
（
そ
の
人
の
為
に
命
を
か
け
る
）
」。
後
半
は
『
史
記
』

に
あ
る
韓
信
（
前
漢
初
め
劉
邦
に
仕
え
た
武
将
）
の
言
葉
、
前
半
は
出
典
不
明

か
ん
し
ん

で
平
九
郎
の
自
作
と
考
え
ら
れ
る
と
い
う
。
他
に
次
の
歌
も
あ
っ
た
と
い
う
。

(1
0)

（
７
）

・
た
ら
ち
ね
の
親
の
恵
み
を
今
ぞ
知
る
赤
き
心
を
う
け
し
と
思
う
へ
ば

（
注
２
）
自
刃
の
際
次
の
辞
世
二
首
と
詩
を
懐
中
に
持
っ
て
い
た
と
い
う
。

（
７
）

・
惜
し
ま
る
る
時
散
り
て
こ
そ
世
の
中
の
人
も
人
な
れ
花
も
花
な
れ

・
い
た
ず
ら
に
身
は
く
だ
さ
じ
な
た
ら
ち
ね
の
国
の
た
め
に
生
に
し
も
の
を

・
夏
日
夕
陽

渓
に
臨
ん
で
氷
り
を
得
た
り

な
お
、
細
川
ガ
ラ
シ
ャ
の
辞
世
は
、

散
り
ぬ
べ
き
時
知
り
て
こ
そ
世
の
中
の
花
も
花
な
れ
人
も
人
な
れ

と
い
う
も
の
で
、
平
九
郎
は
ガ
ラ
シ
ャ
の
運
命
に
己
の
身
を
重
ね
た
の
だ
ろ
う
か
。

五
、
栄
一
、
平
九
郎
の
討
死
を
知
る

栄
一
が
平
九
郎
の
不
明
を
知
っ
た
の
は
、
明
治
元
年
（
慶
応
四
年
）
十

一
月
三
日
に
帰
国
し
て
か
ら
一
ヶ
月
程
経
過
し
て
か
ら
だ
ろ
う
。
且
つ
、

平
九
郎
の
最
後
の
様
子
と
自
決
し
た
場
所
が
判
明
し
た
の
は
明
治
六
年
で

あ
っ
た
。
後
年
の
述
懐
だ
が
、『
雨
夜
譚
』（
渋
沢
栄
一
述
、
明
治
二
〇
年
）

に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

（
明
治
元
年
）
十
二
月
の
六
七
日
頃
に
、
東
京
へ
帰
つ
て
来
て
、
段
々

と
様
子
を
見
聞
し
て
み
る
と
、
維
新
の
騒
動
に
付
て
、
彼
の
友
達
は
脱

走
し
た
と
か
、
此
の
親
戚
は
死
ん
だ
と
か
、
種
々
に
変
化
し
て
居
る
、

又
故
郷
に
居
た
時
、
共
に
大
事
を
謀
つ
た
尾
高
長
七
郎
は
と
聞
て
み
る

と
、
其
年
の
夏
、
幸
に
出
獄
は
し
た
け
れ
ど
も
、
自
分
が
日
本
へ
到
着

す
る
前
に
死
去
し
た
と
の
事
、
其
弟
の
平
九
郎
は
、
自
分
が
昨
年
仏
蘭

西
に
行
く
に
就
て
、
見
立
養
子
と
い
ふ
名
義
で
相
続
人
に
貰
つ
て
、
養

子
届
を
し
て
あ
つ
た
、
是
は
幕
府
の
制
度
は
外
国
行
の
者
は
万
一
外
国

に
於
て
死
去
の
事
あ
ら
ん
も
測
ら
れ
ざ
れ
は
見
立
養
子
を
為
す
を
要
す

る
こ
と
な
り
し
が
、
此
の
平
九
郎
も
此
の
度
の
騒
動
に
就
て
、
其
実
兄

の
尾
高
惇
忠
や
同
姓
の
喜
作
な
ど
に
随
従
し
て
、
諸
々
方
々
の
戦
争
に

出
合
ひ
、
遂
に
飯
能
宿
近
傍
の
黒
山
と
い
ふ
所
で
討
死
を
し
た
と
い
ふ

話
で
、
実
に
見
る
も
の
聞
く
も
の
、
皆
断
腸
の
種
ね
な
ら
ざ
る
は
な
し

と
い
ふ
有
様
で
あ
つ
た
、
其
処
で
我
が
一
身
は
と
反
省
し
て
み
る
と
、

海
外
万
里
の
国
々
は
巡
回
し
た
と
い
ふ
も
の
ゝ
、
何
一
つ
学
び
得
た
こ

と
も
な
く
、
空
く
目
的
を
失
つ
て
帰
国
し
た
ま
で
の
事
で
あ
る
し
、
又

同
姓
の
喜
作
は
箱
館
に
往
つ
て
、
死
生
の
程
も
は
か
ら
れ
ず
、
其
他
の

親
友
も
多
く
は
死
去
、
又
は
離
散
の
姿
で
、
実
に
有
為
転
変
の
世
の
中

で
あ
る
と
、
嘆
息
の
外
は
な
か
つ
た
。
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平
九
郎
の
遺
骸
は
明
治
七
年
十
二
月
に
収
め
ら
れ
た
。
『
青
淵
先
生
六

十
年
史
』（
竜
門
社
編
、
明
治
三
三
年
二
月
）
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

平
九
郎
ノ
討
死
シ
タ
ル
ハ
明
治
元
年
五
月
二
十
三
日
午
後
四
時
頃
ニ
シ

テ
、
時
ニ
年
二
十
二
、
後
明
治
六
年
八
月
青
淵
先
生
家
人
芝
崎
確
次
郎

ニ
命
シ
、
越
生
村
ニ
到
リ
首
級
ヲ
求
メ
シ
メ
、
翌
年
十
二
月
黒
山
村
ニ

到
リ
遺
骸
ヲ
尋
ネ
シ
メ
、
之
ヲ
収
メ
テ
帰
リ
、
上
野
寛
永
寺
ニ
於
テ
仏

事
ヲ
営
ミ
、
谷
中
ノ
墓
地
ニ
改
葬
ス

六
、
平
九
郎
の
刀
戻
る

渋
沢
平
九
郎
の
愛
刀
で
確
認
さ
れ
て
い
る
の
は
三
振
で
あ
る
と
い
う

（
フ
リ
ー
百
科
事
典
『
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
（W

ikipedia

）
』
等
）
。

・
勝
村
徳
勝
作
の
大
刀

・
勝
村
徳
勝
作
の
小
刀

・
月
山
貞
一
作
の
大
刀

勝
村
徳
勝
の
大
小
は
、
飯
能
戦
争
時
に
平
九
郎
が
佩
刀
し
て
い
た
と
さ

れ
る
。
討
死
の
際
に
佩
刀
し
て
い
た
小
刀
は
、
神
機
隊
の
川
合
鱗
三
の
手

で
保
存
さ
れ
、
明
治
二
十
六
年
に
栄
一
の
も
と
へ
戻
っ
た
。
茶
屋
の
女
主

人
に
託
し
た
大
刀
も
栄
一
の
も
と
へ
戻
っ
て
い
る
。
勝
村
の
刀
は
水
戸
の

士
に
好
ん
で
使
わ
れ
、
よ
り
実
戦
向
き
と
い
わ
れ
る
。

月
山
貞
一
の
大
刀
は
昭
和
十
五
年
に
青
森
県
の
方
か
ら
渋
沢
家
に
送
ら

れ
た
。
刀
身
の
表
に
「
摂
州
浪
花
住
月
山
雲
龍
子
貞
一
作
之

慶
応
三
卯

年
八
月
日
」
、
裏
に
は
「
應
渋
澤
平
九
郎
需
」
の
銘
文
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

一
説
に
は
栄
一
が
フ
ラ
ン
ス
に
行
く
直
前
に
注
文
し
て
お
い
て
く
れ
た
と

い
う
。

討
死
の
際
の
小
刀
が
戻
っ
た
と
き
、栄
一
は
七
言
絶
句
を
作
っ
て
い
る
。

難
し
い
内
容
だ
が
次
に
掲
げ
る
。

烏
兎
何
時
能
雪
寃

九
原
無
復
慰
幽
魂

遺
刀
今
夜
挑
灯
見

猶
剰
当
年
旧
血
痕

（
一
体
い
つ
に
な
っ
た
ら
罪
を
す
す
い
で
や
る
こ
と
が
で
き
る
の
や
ら
。

こ
れ
で
は
泉
下
の
霊
を
慰
め
る
す
べ
が
な
い
。
今
夜
、
燭
台
を
か
か
げ
て

形
見
の
刀
を
ね
ん
ご
ろ
に
眺
め
た
が
、
ま
だ
当
時
の
血
痕
が
残
っ
て
い
る

で
は
な
い
か
）

七
、
栄
一
、
平
九
郎
の
跡
を
弔
う

栄
一
は
二
回
、平
九
郎
が
自
刃
し
た
越
生
の
黒
山
の
地
を
訪
れ
て
い
る
。

と
も
に
日
記
に
記
さ
れ
て
い
る
。
一
回
目
は
飯
能
の
能
仁
寺
も
最
初
に
訪

れ
て
い
る
。
二
回
目
は
越
生
で
の
講
演
、
毛
呂
で
の
植
樹
も
行
っ
て
い
る
。

【
一
回
目
】（
渋
沢
栄
一
日
記
、
明
治
三
二
年
六
月
）

六
月
廿
四
日

曇

此
日
ハ
曾
テ
尾
高
惇
忠
ト
約
シ
テ
入
間
郡
黒
山
村
ニ
於
テ
亡
平
九
郎
戦

没
ノ
跡
ヲ
訪
フ
筈
ナ
リ
シ
ヲ
以
テ
、
朝
来
病
モ
稍
愈
タ
レ
ハ
、
旅
装
ヲ

理
シ
、
午
前
八
時
飯
田
町
ニ
抵
リ
、
甲
武
鉄
道
線
ニ
搭
シ
テ
九
時
国
分

寺
ニ
抵
リ
テ
休
憩
ス
、十
一
時
三
十
分
同
所
ヨ
リ
川
越
鉄
道
線
ニ
搭
シ
、

十
二
時
入
間
川
駅
ニ
抵
リ
テ
午
餐
シ
、
夫
ヨ
リ
腕
車
ヲ
僦
フ
テ
一
里
、

黒
須
ニ
テ
繁
田
武
兵
衛
ノ
宅
ヲ
訪
フ
、
更
ニ
車
ヲ
馳
テ
二
里
、
飯
能
町

ニ
抵
リ
能
仁
寺
ニ
詣
ス
、
寺
ハ
維
新
ノ
年
五
月
振
武
軍
ノ
屯
在
ス
ル
所

ナ
リ
、
当
時
ノ
兵
火
ニ
罹
リ
テ
堂
宇
・
伽
藍
焼
滅
シ
、
僅
ニ
仮
設
ノ
本

堂
ア
ル
ノ
ミ
、
午
後
三
時
過
飯
能
町
ニ
抵
リ
、
茶
店
ニ
休
憩
シ
再
ヒ
腕

車
ヲ
雇
フ
テ
四
里
越
生
町
ニ
達
ス
、
島
野
伊
右
衛
門
及
浅
見
・
新
井
其

他
ノ
諸
氏
来
リ
迎
フ
午
後
七
時
過
越
生
町
島
野
伊
右
衛
門
ノ
家
ニ
投
宿

ス
、
夜
越
生
銀
行
員
等
来
リ
テ
商
工
業
ノ
事
ヲ
談
シ
、
揮
毫
ヲ
乞
ハ
ル
、
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依
テ
数
紙
ヲ
試
ム
、
午
前
一
時
過
寝
ニ
就
ク

六
月
廿
五
日

曇

午
前
七
時
越
生
ヲ
発
シ
、
腕
車
ヲ
僦
テ
黒
山
ニ
抵
ル
、
雨
後
ノ
道
路
、

殊
ニ
山
間
陜
隘
ニ
シ
テ
頗
ル
険
悪
ナ
リ
、
午
前
九
時
黒
山
村
平
九
郎
戦

没
ノ
地
ニ
達
ス
、
寺
院
ニ
於
テ
仏
事
ヲ
営
ム
、
村
人
来
リ
会
ス
ル
者
三

・
四
十
人
許
リ
ナ
リ
、
且
平
九
郎
戦
没
当
時
ノ
状
況
ヲ
知
ル
者
来
リ
テ

其
詳
細
ヲ
話
説
ス
、
頗
ル
明
亮
ニ
シ
テ
且
確
実
ト
認
ム
ル
モ
ノ
多
シ
、

僧
侶
ノ
読
経
畢
テ
一
同
霊
壇
ニ
向
テ
香
ヲ
炷
ス
、
仏
事
畢
テ
、
再
ヒ
腕

車
ニ
テ
越
生
ニ
抵
リ
テ
午
飧
シ
、
直
ニ
車
ヲ
馳
テ
午
後
三
時
前
川
越
ニ

抵
リ
、
川
越
鉄
道
線
ノ
列
車
ニ
搭
シ
、
国
分
寺
ニ
抵
リ
テ
更
ニ
甲
武
鉄

道
線
ニ
移
リ
、
午
後
六
時
過
兜
町
ニ
帰
宅
ス

こ
の
と
き
次
の
よ
う
な
短
歌
を
残
し
て
い
る
（
竜
門
雑
誌

第
一
三
四
号

明
治
三
二
年
八
月
）
。

こ
と
し
六
月
の
は
つ
か
あ
ま
り
、
渋
沢
平
九
郎
が
戦
没
せ
し
梅
園
村

の
黒
山
て
ふ
地
を
尋
て

渋
沢
栄
一

な
き
魂
を
と
ふ
黒
や
ま
の
は
か
の
上
に

夕
は
え
あ
か
く
咲
く
あ
ふ
ひ
か
な

咲
も
あ
へ
す
夜
半
の
あ
ら
し
に
花
散
て

か
を
と
ゝ
め
た
る
梅
そ
の
ゝ
さ
と

【
二
回
目
】（
渋
沢
栄
一
日
記

明
治
四
五
年
四
月
）

四
月
十
四
日

晴

暖

午
前
六
時
前
起
床
、
直
ニ
朝
飧
ヲ
食
ス
、
此
日
ハ
越
生
町
ニ
開
催
セ
ル

各
銀
行
ノ
集
会
ニ
出
席
ス
ル
為
メ
、
七
時
王
子
発
ノ
汽
車
ニ
テ
九
時
川

越
ニ
抵
リ
、
夫
ヨ
リ
人
車
ニ
テ
十
二
時
越
生
町
ニ
抵
ル
、
地
方
人
士
多

ク
来
リ
迎
フ
、
着
後
先
ツ
越
生
銀
行
ノ
二
階
ニ
小
憩
シ
、
午
飧
後
、
同

地
ノ
小
学
校
ニ
於
テ
一
場
ノ
演
説
ヲ
為
ス
来
会
者
堂
ニ
満
ツ
、
畢
テ
黒

山
ニ
抵
ル
、
地
方
人
多
ク
同
行
ス
、
黒
山
ニ
抵
リ
、
寺
院
ニ
休
息
シ
、

平
九
郎
ノ
遺
跡
ヲ
探
リ
、
五
時
越
生
ニ
帰
ル
、
一
旅
亭
ニ
開
催
ス
ル
歓

迎
会
ニ
出
席
ス
、
来
会
者
凡
弐
百
名
斗
リ
頗
ル
盛
会
ナ
リ
、
席
上
一
場

ノ
挨
拶
ヲ
為
ス
、
畢
テ
樋
口
某
ノ
家
ニ
一
宿
ス
、
夜
地
方
人
多
ク
来
リ

話
ス
、
越
生
銀
行
頭
取
等
終
始
附
随
シ
テ
款
待
ニ
尽
力
セ
リ

四
月
十
五
日

晴

暖

午
前
六
時
半
起
床
、
入
浴
シ
テ
直
ニ
朝
飧
ヲ
食
ス
、
七
時
半
越
生
ヲ
発

シ
毛
呂
村
ニ
抵
リ
小
学
校
ヲ
一
覧
ス
、
後
毛
呂
神
社
ヲ
参
拝
シ
テ
直
ニ

人
車
ニ
テ
十
一
時
川
越
ニ
抵
リ
、
喜
多
院
ニ
於
テ
古
跡
ヲ
探
リ
更
ニ
一

茶
亭
ニ
テ
午
飧
シ
、
午
後
一
時
発
ノ
電
車
ニ
テ
大
宮
ニ
抵
リ
更
ニ
汽
車

ニ
テ
三
時
王
子
ニ
着
ス
、
家
ニ
帰
リ
テ
暫
時
休
憩
シ
テ
後
、
兜
町
事
務

所
ニ
抵
リ
、
種
々
ノ
雑
務
ヲ
処
理
シ
、
且
数
多
ノ
来
人
ニ
接
シ
、
午
後

六
時
半
新
橋
発
ノ
汽
車
ニ
搭
シ
テ
大
阪
ニ
赴
ク
事
ト
ス

八
、
ま
と
め
（
平
九
郎
に
対
す
る
栄
一
の
想
い
）

冒
頭
に
述
べ
た
よ
う
に
、
栄
一
は
生
涯
平
九
郎
の
こ
と
が
脳
裏
か
ら
離

れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
幾
つ
も
の
漢
詩
や
自
刃
の
地
を
何
度
も

訪
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
れ
に
何
回
も
の
供
養
祭
、
さ
ら
に
「
振
武
軍
」
上

演
の
協
力
な
ど
に
も
見
ら
れ
る
。こ
こ
で
は
幾
つ
か
の
文
を
紹
介
し
た
い
。

【
そ
の
１
】（
出
典
：
雨
夜
譚
会
談
話
筆
記
〔
昭
和
二
年
一
一
月
―
昭
和
五
年
七
月
〕
）

今
か
ら
考
へ
る
と
、
振
武
軍
の
や
り
方
は
少
々
拙
づ
か
つ
た
の
で
は
な

か
ら
う
か
、
自
惚
れ
る
で
は
な
い
が
、
私
だ
つ
た
ら
も
つ
と
外
に
や
り

方
も
あ
つ
た
ら
う
と
思
ふ
。
平
九
郎
に
し
て
も
早
ま
り
過
ぎ
は
し
な
か

つ
た
か
、
軽
卒
に
失
し
た
と
の
憾
み
は
な
い
で
も
な
い
。
今
か
ら
考
へ
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る
と
残
念
千
万
で
あ
る
。
平
九
郎
の
人
と
為
り
に
就
て
は
、
風
采
、
容

貌
共
に
秀
で
て
誠
に
気
立
て
が
善
か
つ
た
。
然
し
磊
落
と
か
云
つ
た
点

は
な
く
、
深
い
思
慮
の
念
を
欠
い
て
居
つ
た
。
撃
剣
は
大
変
勝
れ
て
、

私
等
と
一
処
に
稽
古
し
て
ゐ
た
頃
は
十
五
、
六
才
で
あ
つ
た
が
年
若
に

し
て
は
余
程
強
か
つ
た
。

【
そ
の
２
】

【
遺
刀
書
巻
の
序
文
】（
出
典
：
竜
門
雑
誌

第
三
六
一
号

大
正
七
年
六
月
）

思
ふ
に
平
九
郎
の
戦
死
は
当
時
平
九
郎
の
余
が
姓
を
冒
せ
る
の
日
尚
ほ

浅
か
り
し
も
、
苟
も
身
幕
臣
の
家
に
在
る
者
は
、
義
父
に
代
は
り
て
一

死
主
家
の
難
に
殉
ぜ
し
も
の
と
す
れ
ば
、
其
心
事
亦
実
に
憫
諒
す
べ

び
ん
り
ょ
う

き
も
の
あ
り
、
因
り
て
玆
に
事
由
を
自
記
し
て
序
言
と
す

大
正
六
年
五
月

青
淵
渋
沢
栄
一
識
時
年
七
十
有
八

【
そ
の
３
】
長
女
歌
子
の
観
察
か
ら
（
出
典
：
竜
門
雑
誌

第
四
八
一
号

昭

和
三
年
一
〇
月

穂
積
歌
子
）

郷
党
及
親
戚
故
旧
に
厚
き
青
淵
先
生

穂
積
歌
子

渋
沢
平
九
郎
殿
は
義
弟
で
あ
る
上
に
慶
応
三
年
の
渡
欧
に
際
し
、
見
立

養
子
に
定
め
ら
れ
た
間
柄
で
あ
り
ま
す
。
徳
川
幕
府
の
瓦
解
に
当
り
、

一
片
の
義
侠
心
か
ら
終
に
討
死
す
る
に
立
至
つ
た
運
命
を
深
く
憐
ま

れ
、
且
一
面
に
は
其
節
大
人
は
洋
行
中
で
あ
つ
た
為
、
徳
川
幕
府
に
対

す
る
情
誼
を
充
分
尽
せ
な
か
つ
た
の
を
、
代
つ
て
果
し
た
様
に
考
へ
ら

れ
て
、
一
層
同
氏
の
薄
命
を
気
の
毒
に
思
は
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
、「
平

九
郎
は
彰
義
隊
に
加
は
る
為
寓
所
を
出
た
時
、
僅
か
二
十
二
歳
で
あ
つ

た
が
、
寓
居
の
障
子
に
『
楽
人
之
楽
者
憂
人
之
憂
、
食
人
之
食
者
死
人

之
事
』
と
い
ふ
韓
信
の
語
を
大
書
し
た
悲
壮
な
振
舞
か
ら
見
て
も
、
将

来
有
為
な
人
物
で
あ
り
、
且
眉
目
秀
麗
な
好
い
青
年
で
有
つ
た
の
に
」

と
、
こ
れ
も
最
近
追
憶
談
を
せ
ら
れ
た
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

こ
こ
に
あ
る
よ
う
に
、
栄
一
は
平
九
郎
が
自
分
に
代
わ
っ
て
そ
の
役
目

を
果
た
し
た
よ
う
に
考
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

参
考
文
献

（
１
）
落
合
直
亮
「
飯
能
騒
擾
日
記
」
（
『
埼
玉
叢
書

第
五
』
、
国
書
刊
行
会
、
昭
和

年
）

49

（
２
）
桜
沢
一
昭
『
草
の
根
の
維
新
』（
埼
玉
新
聞
社
、
昭
和

年
）

57

（
３
）『
雨
夜
譚
会
談
話
筆
記
』

（
４
）（
「
渋
沢
平
九
郎
昌
忠
伝
」（
藍
香
選
））[

藍
香
は
惇
忠(

新
五
郎)

の
号]

（
５
）
【
遺
刀
書
巻
の
序
文
】
（
出
典
：
第

巻
、
原
文
は
竜
門
雑
誌

第
三
六
一
号

57

大
正
七
年
六
月
）

（
６
）『
越
生
の
歴
史
Ⅲ<

近
代>

』
越
生
町

（
７
）『
幕
末
武
州
の
青
年
群
像
』（
岩
上
進
、
さ
き
た
ま
出
版
、
平
成
三
年
）

（
８
）『
特
別
展
飯
能
戦
争

飯
能
炎
上
』（
飯
能
市
郷
土
館
、
二
〇
一
一
年
）

（
９
）『
新
彰
義
隊
戦
史
』（
大
藏
八
郎
、
勉
誠
出
版
、
二
〇
二
〇
年
）

※
（
３
）
～
（
５
）
は
『
渋
沢
栄
一
伝
記
資
料
』
（
渋
沢
栄
一
伝
記
資
料
刊
行

会
刊
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
も
の
に
よ
っ
た
。

（

）『
青
淵
』（
渋
沢
栄
一
記
念
財
団
機
関
紙
、

号

頁
、
平
成

年
）

10

837

48

30

な
お
、
『
青
淵
』

、

、

、

、

、

、

、

、

号
等
に
は
平

676

685

712

742

743

768

770

827

835

九
郎
に
関
す
る
よ
り
詳
し
い
記
事
が
あ
り
ま
す
。

参
考
１
（
飯
能
戦
争
・
渋
沢
平
九
郎
に
関
連
す
る
資
料
等
）

・
『
あ
ゆ
み
』

号
（
昭
和

年
）
に
「
飯
能
戦
争
と
振
武
軍
隊
長
の
死
地
脱
出
秘

13

62

話
」(

小
川
喜
内
著)

と
い
う
の
が
あ
る
。
具
体
的
な
内
容
で
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

・
『
飯
能
戦
争
秘
話
』（
高
麗
博
茂
編
、
毛
呂
山
町
郷
土
史
研
究
会
作
製
復
刻
版
一
九
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九
九
年
）
も
同
様
。

・
『
飯
能
戦
争
に
散
っ
た
青
春
像

郷
土
の
志
士

渋
沢
平
九
郎
』（
宮
崎
三
代
治
、

ま
つ
や
ま
書
房
、
一
九
八
三
年
）

・
「
血
痕
」（
『
我
餓
狼
と
化
す
』、
東
郷
隆
、
実
業
之
日
本
社
、
二
〇
〇
六
年
）

・
『
幕
末
維
新
埼
玉
人
物
列
伝
』（
小
高
旭
之
、
さ
き
た
ま
出
版
、
二
〇
〇
八
年
）
他

・
飯
能
の
能
仁
寺
に
「
唱
義
死
節
」
（
義
を
唱
え
節
に
死
す
）
と
い
う
振
武
軍
の
碑

が
あ
る
。
こ
れ
に
は
「
昭
和
十
二
年
五
月
二
十
三
日
尾
高
豊
作
撰
並
書
」
と
あ
る
。

参
考
２
（
平
九
郎
の
首
級
図
）

廿
三
日
夕
方
黒
山
村
峠
に
て

戦
ひ
首
壱
ッ
取
る

今
市
徳
田
屋
の
脇
へ

梟
木
ニ

懸
ケ

候
首
図
の
如
し

此
如
に
さ
ら
す

年
齢
三
十
才
位

廿
四
日
夜
当
方
よ
り
願
立
て

埋
め
申
し
候

飯
能
戦
争
に
は
多
分
に

怪
我
有
之
と
て

平
沢
村
杉
山
の
直
と
申
す
者
の

＊

倅
戦
争
に
て
あ
い
働
き
そ
の
上

村
方
へ
引
取
り
候
途
中
関
門

に
て
召
捕
に
あ
い
成
り
首
切
ら
れ
候
（
以
下
略
）

（
原
資
料
は
佐
藤
繁
氏
蔵
）

（
＊
は
杉
山
銀
之
丞
か
）

参
考
３
（
栄
一
と
平
九
郎
の
略
年
表
）

齢 事項 齢 事項
天保11 1840 1 2月13日武蔵国血洗島村で誕生
弘化4 1847 8 1 11月7日武蔵国下手計村で誕生
安政5 1858 19 尾高千代と結婚

元治1 1864 25 2月一橋家臣となる 18
6月手錠・宿預に処せられる（兄藍香が耕雲斎等
との通謀を疑われたのに付随して）

慶応2 1866 27
12月7日フランス行き公命、平九郎
を見立養子とする

20
12月栄一の養子となる

慶応3 1867 28
1月11日パリに向け出発

　

11月2日付で栄一宛書簡

慶応4
明治1

1868 29

11月3日帰国（横浜）

22

1月10日付で栄一宛書簡
2月彰義隊結成に加わる
3月8日付で栄一宛書簡
閏4月振武軍結成に加わる。
5月23日黒山にて自刃(21)

明治6 1873 34
明治26 1893 54
明治32 1899 60
明治44 1911 72
明治45 1912 73
大正6 1917 78
昭和6 1931 92

6月帝国劇場で「振武軍」上演
4月黒山の自刃の地を訪れる
12月平九郎追懐碑を谷中墓地に建てる（現在は深谷の旧渋沢邸にあり）
11月11日死亡

和暦 西暦

平九郎が自刃の時佩刀していた小刀が栄一のもとに戻る
6月栄一、尾高惇忠と共に飯能・能仁寺と黒山の自刃の地を訪れる

8月平九郎の遺骸を収容し谷中墓地に改葬。その後黒山全洞院に墓建てられる

渋沢栄一 渋沢平九郎

渋沢平九郎の首級図（『青淵』768号の奥田豊氏の論文より）

（『
あ
ゆ
み
』
第

号
（
令
和
四
年
四
月
一
日
）
に
掲
載
）

46


